
越後交通工業㈱　佐藤恭平さん

北澤工業㈱　勝見隼人さん

㈱山﨑組　渡辺秀人さん

北澤工業㈱　瀧澤尚哉さん

越後交通工業㈱　佐藤萌笑さん

㈱山﨑組　小林亨太さん

越後交通工業㈱　辰口賢人さん

建設業の
若い力！

明日を
　　担う

〈写真撮影：総務委員会　田中祐紀彦 氏〉
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事
業
計
画

一
　
入
札
等
制
度
改
正
へ
の
対
応

　

最
低
制
限
価
格
の
引
上
げ
や
工
事
請

負
契
約
に
お
け
る
設
計
変
更
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
運
用
な
ど
、
長
岡
市
の
入
札
制

度
や
発
注
工
事
の
施
工
上
の
問
題
点
と

課
題
に
対
し
て
多
く
の
項
目
で
改
善
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
「
予
定
価
格
の
適
正
な
設

定
」
や
「
適
切
な
設
計
変
更
」、「
繁
忙

期
と
閑
散
時
期
や
降
雪
を
踏
ま
え
た
発

注
と
施
工
時
期
の
平
準
化
」
な
ど
に
つ

い
て
引
き
続
き
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と

維
持
管
理
等
を
支
え
る
と
と
も
に
、
災

害
の
発
生
時
に
は
安
全
と
安
心
の
確
保

を
担
う
「
地
域
の
守
り
手
」
と
し
て
、

関
連
す
る
諸
団
体
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
長
岡
市
に
対
し
、
建
設
投
資
額
の

確
保
と
協
会
員
の
さ
ら
な
る
活
用
、
入

札
制
度
等
の
適
正
化
に
つ
い
て
要
望
し

ま
す
。

二
　
公
益
事
業
等
の
取
り
組
み

　

協
会
は
、
災
害
時
の
安
全
と
安
心
を

担
い
、
地
域
の
活
性
化
に
積
極
的
に
取

り
組
む
た
め
、
公
益
目
的
事
業
計
画
に

盛
り
込
ま
れ
た
次
の
事
業
を
確
実
に
実

施
し
ま
す
。

①�　

災
害
時
の
応
急
復
旧
と
復
旧
支
援

事
業
に
迅
速
に
取
り
組
む
と
と
も
に

平
成
二
十
九
年
度
　
定
時
総
会
を
開
催

　
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
七
日
、
会
員
七
十
六
名
の
出
席
を
得
て
、
平
成
二
十
九
年
度
定
時
総
会
が
「
か
も
川
別
館
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
時
総
会
で
は
、
平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
報
告
に
続
き
、
平
成
二
十
八
年
度
収
支
決
算
と
平
成
二
十
九
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
、
特
定
財
産
の

取
り
崩
し
、
役
員
選
出
規
程
の
改
正
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
公
益
目
的
支
出
計
画
の
実
施
期
間
の
最
終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
公
益
目
的
支
出
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
事
業
を
確
実
に
実
施
し
ま
す
。

　協会は昨年、創立70周年の節目の年を迎え
ましたが、これからも協会の使命と目的をしっ
かりと踏まえ、社会資本の整備を通して、地
域の安全、安心を守り、地域社会の発展に貢
献してまいりたいと考えておりますので、よろ
しくお願い致します。
　さて、長岡市当局に対し、これまで入札や
契約制度の改善について要望を行ってまいり
ましたが、昨年の12月から、最低制限価格の
引き上げが行われました。
　このほか、技術職員との意見交換会や検討
会を通して、長岡市発注工事の施工上の問題
点や設計変更などに対し、多くの項目で改善
が進んでおりますが、依然として業界を取り巻
く経営環境は大変厳しいものがあります。
　このため、引き続き適正な予定価格の設定
や適切な設計変更、繁忙期と閑散期、降雪時
期などを踏まえた発注と施工時期の平準化に
ついて要望活動を行ってまいります。
　さらに、建設投資額の確保と協会員のさら
なる活用について求めてまいりたいと考えてお
ります。
　今後とも、地域のインフラ整備と維持管理
を担う「地域の守り手」として、関連する団体
と連携を図りながら、担い手確保を含めた様々
な課題の解決とともに、建設業の魅力向上に
積極的に取り組んでまいりますので、皆様のよ
り一層のご理解とご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

地域の守り手として建設業の魅力向上と
課題の解決に取り組みます

星 野 光 雄 会 長
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道
路
等
の
除
雪
、
要
援
護
世
帯
の
屋

根
雪
下
ろ
し
制
度
等
に
積
極
的
に
協

力
し
ま
す
。

②�　

建
設
関
係
の
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

③�　

地
域
の
祭
り
や
行
事
に
お
け
る
清

掃
活
動
等
に
参
加
し
、
環
境
美
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

④�　

工
事
施
工
指
導
会
や
工
事
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
を
は
じ
め
、
会
員
研
修
旅

行
、
視
察
研
修
、
技
術
検
討
会
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

三
　
研
修
事
業

　

入
札
や
契
約
制
度
の
改
正
、
工
事
施

工
上
の
課
題
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

研
修
や
研
究
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
会
員
の
資
質
向
上
を
図
り
ま
す
。

四
　
広
報
・
情
報
提
供

　

会
員
に
対
す
る
情
報
提
供
を
積
極
的

に
行
う
と
と
も
に
、
協
会
の
活
動
状
況

や
経
営
内
容
等
に
つ
い
て
周
知
を
図
り

ま
す
。

会
員
表
彰

　

定
時
総
会
で
は
、
表
彰
規
程
に
基
づ

き
次
の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
と
表
彰
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

〇�

満
十
年
以
上
役
員
（
技
術
委
員
会
委

員
及
び
総
務
委
員
会
委
員
）
と
し
て

職
に
当
り
功
績
が
あ
っ
た
方

　
　

櫻　

井　

正　

行

�

（
長
岡
土
建
工
業
株
式
会
社
）

〇�

満
七
十
歳
以
上
で
、
満
十
年
以
上
会

員
と
し
て
業
界
に
功
労
の
あ
っ
た
方

　
　

川　

上　

忠　

蔵

�

（
川
上
建
材
株
式
会
社
）

　
　

小　

林　

和　

子

�

（
株
式
会
社
小
林
工
務
店
）

　
　

小　

林　

利　

夫

�
（
大
幸
建
設
株
式
会
社
）

　
　

椿　
　
　

イ
ツ
子

�

（
椿
建
設
株
式
会
社
）

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。賑

や
か
に
情
報
交
換

　

定
時
総
会
終
了
後
、
来
賓

と
し
て
磯
田
達
伸
長
岡
市
長

を
お
迎
え
し
て
懇
親
会
を
開

催
し
、
賑
や
か
な
情
報
交
換

の
場
と
な
り
ま
し
た
。
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会
員
研
修
旅
行
は
、
新
潟
県
建
設
業

協
会
長
岡
支
部
と
合
同
で
、
十
月
四
日

㈬
か
ら
六
日
㈮
ま
で
「
ト
ヨ
タ
自
動
車

九
州
工
場
見
学
と
長
府
・
下
関
・
門
司

視
察
三
日
間
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
は
、

十
月
二
十
四
日
㈫
長
岡
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
で
開
催
し
ま
す
。

　

環
境
美
化
活
動
は
、小
国
地
域
の「
桜

ま
つ
り
」
会
場
の
設
営
と
清
掃
に
引
き

続
き
、
長
岡
地
域
の
「
長
岡
ま
つ
り
大

花
火
大
会
」
会
場
の
早
朝
清
掃
作
業
と

各
地
域
で
開
催
さ
れ
る
ま
つ
り
会
場
の

清
掃
作
業
な
ど
に
参
加
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
担

い
手
の
確
保
と

育
成
」
が
緊
急

の
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
建
設

業
の
魅
力
向
上

と
若
年
者
の
入

職
促
進
を
始
め

と
し
た
対
策
に

関
係
す
る
諸
団

体
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
ま

す
。

技
術
委
員
会

　

技
術
委
員
会
は
、
土
木
・
建
築
工
事

施
工
指
導
会
を
は
じ
め
、
土
木
工
事
及

び
建
築
工
事
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
災

害
時
の
応
援
体
制
を
確
立
す
る
た
め

「
緊
急
連
絡
表
」
を
作
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
重
点
事
業
と
し
て

建
設
業
界
の
新
し
い
動
き
や
技
術
に
対

応
す
る
た
め
研
修
や
研
究
事
業
を
積
極

的
に
進
め
ま
す
。

　

首
都
圏
外
郭
放
水
路
（
国
土
交
通
省

関
東
地
方
整
備
局
利
根
川
河
川
事
務

所
）
の
視
察
を
は
じ
め
、
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る
「
高
齢
者
住
宅

フ
ェ
ア
」
や
「
生
産
シ
ス
テ
ム
見
え
る

化
展
」「
猛
暑
対
策
展
」、「
無
電
柱
化

推
進
展
」「
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展
」
な
ど
、

様
々
な
催
し
を
研
修
し
ま
す
。

　

ま
た
、
長
岡
市
技
術
職
員
と
の
意
見

交
換
会
で
は
、
若
手
技
術
者
に
よ
る
現

場
で
の
様
々
な
課
題
や
改
善
に
向
け
た

対
応
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
総
務
委
員
会
と
と
も
に
、

入
札
契
約
制
度
の
改
正
や
工
事
施
工
上

の
課
題
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
研
修

と
研
究
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

総
務
委
員
会

　

総
務
委
員
会
は
、「
な
が
お
か
建
設

だ
よ
り
」
の
発
行
を
は
じ
め
、
会
員
研

修
旅
行
や
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
、
各

地
域
の
環
境
美
化
活
動
、
建
設
産
業
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

委
員
会
の
活
動

　

平
成
二
十
九
年
度
は
、
公
益
目
的
支
出
計
画
の
実
施
期
間
の
最
終
年
度

と
な
る
こ
と
か
ら
、総
務
委
員
会
と
技
術
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、研
修
、

親
睦
、
社
会
貢
献
活
動
等
の
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
参
加
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

主な活動の日程と内容
【全　　　体】

月 日 項 　　　　目
４月27日 平成29年度定時総会
平成30年１月 新年会（新潟県建設業協会長岡支部と合同）

【総務委員会】
月 日 項 　　　　目
８月１日 「ながおか建設だより」第83号発行
10月４日から
10月６日

会員研修旅行（新潟県建設業協会長岡支部と合同）
トヨタ自動車九州工場見学と長府・下関・門司視察３日間

10月24日 会員親睦ゴルフ大会（長岡カントリー倶楽部）
平成30年１月15日「ながおか建設だより」第84号発行
平成30年３月 建築セミナー
未定 建設産業セミナー

環境美化活動
４月21日・24日 桜まつりの会場設営及び清掃（小国地域）
８月３日・４日 長岡まつり大花火大会の会場早朝清掃（長岡地域）
10月８日 こしじ秋まつりの会場清掃（越路地域）

平成30年２月４日 とちお遊雪まつりの会場設営（栃尾地域）
平成30年３月10日 古志の火まつりの会場後片付け（山古志地域）

【技術委員会】
月 日 項 　　　　目

６月26日 土木・建築工事施工指導会
７月４日 建築工事安全パトロール
７月19日 第１回視察研修会（高齢者住宅フェア、猛暑対策展ほか）
９月４日 第２回視察研修会（首都圏外郭放水路）
９月15日 土木工事安全パトロール
11月30日 第３回視察研修会（国際ロボット展）
未　　定 長岡市技術職員（長岡市建設技術協会）との意見交換会

※　日程と内容は決まり次第ご案内します。
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５月24日、長岡建設会館において開催された、平成29年度建設業労働災害防止協会新潟県支部
長岡分会（田尻正敏分会長）の通常総会で、次の方々が安全功労者として表彰されました。

安全功労者表彰平成29年度

賞　名 会　　社　　名 氏　　　　　　名

功労賞

㈱ 曙 建 設 和 田 英 光

三 信 興 業 ㈱ 稲 田 和 哉

㈱ 山 﨑 組 神 林 　 亨

渡 長 建 設 ㈱ 三 本 和 明
渡 長 建 設 ㈱ 目 崎 慎 吾

賞　名 会　　社　　名 氏　　　　　　名

功績賞 三 信 興 業 ㈱ 木 間 政 輝

職長賞
㈱ 大 石 組 志 田 則 夫
椿 建 設 ㈱ 星 　 春 夫
㈱ 中 越 興 業 廣 井 昭 彦

会員の退会について 会 社 名 代表者名（所長・支店長） 退　会　日

日本道路株式会社長岡営業所 斎　藤　敏　明 平成29年２月28日

東亜道路工業株式会社北陸支店 阿 部 敏 明 平成29年７月20日

会員の異動について 代表者の変更
会 社 名 変　更　前 変　更　後 変　更　日

株式会社 西 栄 建 設 神 林 幸 夫 西 脇 　 宏 平成29年３月25日

支店長の変更
会 社 名 変　更　前 変　更　後 変　更　日

株式会社植木組長岡支店 春 日 孝 郎 齋 藤 昌 昭 平成29年４月１日

会員数（平成29年８月１日現在）80社（正会員71社、準会員９社）
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土
木・建
築
工
事
施
工
指
導
会

　
「
土
木
・
建
築
工
事
施
工
指
導
会
」

を
、
六
月
二
十
六
日
（
月
）、
さ
い
わ

い
プ
ラ
ザ
六
階
大
会
議
室
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

長
岡
市

か
ら
、
三

本
工
事
検

査
監
、
契

約
検
査
課

の
藤
村
総

括
副
主
幹

石
橋
総
括

副
主
幹
、

邉
総
括
主

査
、
荒
川

工
事
契
約

係
長
を
講

師
に
迎
え

工
事
担
当

者
等
八
十

五
名
が
出

席
し
ま
し

た
。

　

各
工
種

別
の
平
成
二
十
八
年
度
の
工
事
成
績
と

建
設
現
場
に
お
け
る
事
故
防
止
の
ほ
か
、

工
事
契
約
の
変
更
点
、
工
事
の
竣
工
検

査
に
お
け
る
書
類
の
簡
素
化
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
工
事
現
場
の
安
全
管
理
を

徹
底
し
事
故
の
防
止
と
と
も
に
、
技
術

力
の
向
上
と
質
の
高
い
施
工
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

　

技
術
委
員
会
に
よ
る
「
高
等
総
合
支

援
学
校
屋
内
運
動
場
建
設
工
事
（
長
岡

市
大
字
日
越
地
内
）
の
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
」
を
、
七
月
四
日（
火
）、
長
岡
市
教

育
施
設
課
服
部
主
査
、
長
岡
労
働
基
準

監
督
署
加
茂
安
全
衛
生
課
長
、
建
設
業

労
働
災
害
防
止
協
会
新
潟
県
支
部
長
岡

分
会
の
酒
井
安
全
指
導
者
の
皆
さ
ん
か

ら
参
加
い
た
だ
き
実
施
し
ま
し
た
。

　

工
事
現
場
で
は
、
材
料
等
の
整
理
・

整
頓
を
は
じ
め
、
重
機
や
機
械
、
工
具

の
点
検
な
ど
、
安
全
管
理
が
徹
底
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
潟
県
内
で
初
め
て
「
シ
ス

テ
ム
吊
り
足
場
」
が
採
用
さ
れ
、
広
い

作
業
空
間
や
墜
落
、
転
落
、
飛
来
な
ど

を
防
ぐ
高
い
安
全
性
の
確
保
と
工
期
の

短
縮
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
良
好
な
現
場
環
境
の
維

持
と
安
全
管
理
を
徹
底
し
、
無
事
故
で

工
事
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

建
築
工
事
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

良
好
な
現
場
環
境
の
維
持
と
安
全
管
理
の
徹
底
を
！

工
事
現
場
の
安
全
管
理
を
徹
底
し
事
故
の
防
止
と
と
も
に
、
技
術
力
の

向
上
と
効
率
的
で
質
の
高
い
施
工
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
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第
一
回 

視
察
研
修
会

　

建
設
業
界
の
新
し
い
動
き
や
技
術
に

対
応
す
る
た
め
、
今
年
度
の
重
点
事
業

で
あ
る
「
第
一
回
視
察
研
修
会
」
が
、

七
月
十
九
日
（
水
）、
二
十
六
名
が
参

加
し
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
た
「
高
齢
者
住
宅
フ
ェ
ア
二
〇
一
七

in
東
京
」、「
第
九
回
生
産
シ
ス
テ
ム
見

え
る
化
展
」、「
第
三
回
猛
暑
対
策
展
」

「
第
三
回
無
電
柱
化
推
進
展
」、「
第
三

回
文
化
財
保
存
・
復
元
技
術
展
」、「
第

三
回
気
象
・
環
境
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
展
」
を

そ
れ
ぞ
れ
研
修
し
て

き
ま
し
た
。

　

広
い
会
場
内
は
、

様
々
な
分
野
の
展
示

会
が
同
時
に
開
催
さ

れ
て
お
り
、
特
別
講

演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
も

開
か
れ
る
な
ど
、
多

く
の
来
場
者
で
大
変

混
雑
し
て
い
ま
し
た
。

　

道
路
、
橋
梁
、
ト

ン
ネ
ル
な
ど
の
点
検
・

診
断
、
修
繕
、
更
新

や
国
土
強
靭
化
の
推

進
を
支
援
す
る
専
門

的
な
も
の
か
ら
、
猛

暑
に
備
え
る
作
業
服

や
機
器
ま
で
、
各
種

団
体
や
メ
ー
カ
ー
の

最
新
の
技
術
に
触
れ

る
有
意
義
な
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

大石保男理事が　　
　　黄綬褒章を受章

　当協会の大石保男理事〔新潟県建設業協会副会長
（長岡支部長）：株式会社大石組取締役社長〕が多
年にわたり建設業の振興に尽力され公共の福祉の増進
に寄与するとともに、関係団体の役員として業界の発展
に寄与された功績により黄綬褒章を受章されました。
　おめでとうございます。
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行
っ
て
み
た
い
処
は
ど
こ
で
す
か
？

と
聞
か
れ
た
ら
「
青
森
、鳥
取
、島
根
」

の
名
前
を
出
し
ま
す
。
な
ぜ
、
こ
の
三

県
か
と
言
う
と
ま
だ
足
を
踏
み
入
れ
た

こ
と
の
無
い
地
域
だ
か
ら
、
行
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
お
蔭

で
青
森
で
も
島
根
で
も
一
日
あ
れ
ば
自

動
車
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
世
界
の
中

で
も
進
ん
で
い
る
方
だ
と
思
い
ま
す
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
べ
る
と
遅
れ
て
い
る

と
云
わ
れ
、
高
速
道
路
だ
け
を
と
っ
て

も
ド
イ
ツ
は
日
本
の
一
・
三
倍
、
イ
ギ

リ
ス
は
日
本
の
一
・
八
倍
も
供
用
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

高
速
道
路
や
新
幹
線
、
そ
し
て
情
報

通
信
網
と
言
う
社
会
資
本
は
経
済
効
果

に
直
接
影
響
し
て
来
ま
す
。

　

一
昨
年
三
月
、
首
都
高
速
中
央
環
状

線
の
「
大
井
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
大
橋
Ｊ
Ｃ
Ｔ
」

間
が
開
通
し
、
中
央
環
状
線
は
全
線
供

用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

羽
田
方
向
か
ら
の
車
が
浜
崎
橋
方
面
を

通
過
し
な
く
て
も
直
接
東
名
高
速
方
向

に
向
か
え
る
よ
う
に
な
り
、
車
の
台
数

に
す
る
と
５
％
減
っ
た
だ
け
と
の
事
で

す
が
、
内
回
り
の
渋
滞
が
５
割
も
減
り

そ
れ
だ
け
で
も
経
済
効
果
が
目
に
見
え

る
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
共
事
業
は
こ
れ
ま
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
一

時
的
に
上
げ
る
フ
ロ
ー
と
し
て
の
効
果

で
語
ら
れ
る
事
が
多
く
、
税
金
の
無
駄

使
い
と
言
わ
れ
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら

人
へ
」
と
流
れ
た
の
も
事
実
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
経
済
効
果
が
発
揮
さ
れ
、

災
害
時
に
役
立
ち
、
維
持
管
理
を
し
や

す
い
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
救
援
物
資

な
ど
の
搬
送
で
一
番
活
躍
し
た
道
路
は

磐
越
道
で
あ
り
、
北
陸
道
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
四
車
線
化
の
必
要
性
が
盛

り
上
が
り
、
上
信
越
道
に
お
い
て
も
、

上
越
～
信
濃
町
間
が
四
車
線
化
を
認
め

ら
れ
、
平
成
三
十
年
に
は
完
成
の
予
定

で
す
。

　

話
は
変
わ
り
、
全
国
に
宿
場
町
の
名

残
が
沢
山
あ
り
、
そ
ん
な
街
並
み
を
見

て
回
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　

信
州
の
妻
籠
宿
や
、
会
津
の
大
内
宿

な
ど
は
、
華
や
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
は

有
り
ま
せ
ん
が
、
今
で
も
時
代
劇
の
舞

台
に
す
ぐ
使
え
そ
う
な
、
深
い
味
わ
い

を
持
っ
た
宿
場
街
だ
と
思
い
ま
す
。

　

逆
に
、
先
日
伺
っ
た
金
沢
の
東
茶
屋

街
な
ど
は
華
や
か
さ
も
あ
り
、
ゆ
っ
く

り
歩
い
て
散
策
し
た
い
と
思
わ
せ
る
街

並
み
で
す
が
、
突
然
の
土
砂
降
り
に
遭

い
、
仕
方
な
く
ス
ル
ー
し
ま
し
た
。

 　

ま
た
、
最
近
脚
光
を
浴
び
て
い
る

飛
騨
高
山
の
古
い
街
並
み
も
好
き
な
風

景
の
一
つ
で
す
。

　

東
海
北
陸
道
や
中
部
縦
貫
道
の
一
部

が
開
通
し
、
海
外
か
ら
の
お
客
も
多
く

な
り
、
個
人
的
に
は
ゆ
っ
く
り
出
来
な

く
な
っ
た
の
が
と
て
も
残
念
で
す
。

　

中
部
縦
貫

道
は
山
岳
地

帯
を
高
速
道

路
が
走
り
、

管
理
者
や
施

工
者
の
苦
労

が
伺
え
る
単

価
の
高
い
道

路
で
あ
り
ま
す
が
、
交
流
人
口
が
増
え

れ
ば
費
用
対
効
果
も
上
が
り
、
地
元
も

国
も
良
か
っ
た
と
言
う
事
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
山
岳
地
帯
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
大
地
震
が
起
き
た
ら
一
般
道
は
寸

断
さ
れ
、
救
助
に
も
向
か
え
な
く
な
る

確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
高
速
道
路
が

開
通
す
る
事
に
よ
り
救
援
車
両
が
通
行

出
来
る
確
率
が
上
が
り
、
社
会
資
本
と

し
て
の
重
要
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
四
国
の
室
戸
岬
の
近
く
に

吉
良
川
町
と
い
う
「
水
切
り
瓦
」
で
有

名
な
街
並
を
雑
誌
で
拝
見
し
ま
し
た
。

 　
「
水
切
り
瓦
」
と
は
外
壁
に
瓦
の
庇

を
何
段
に
も
取
付
け
、
雨
・
風
か
ら
漆

喰
壁
や
建
物
を
守
る
役
目
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
昔
な
が
ら
の
風
土
を

守
る
建
物
が

連
な
る
と
見

ご
た
え
も
あ

り
、
自
分
の

眼
で
確
か
め

た
く
な
り
ま

す
。

　

四
国
と
言

え
ば
飛
行
機
で
行
き
、
バ
ス
な
ど
で
移

動
す
る
の
が
普
通
か
と
思
い
ま
す
が
、

高
速
道
路
が
出
来
た
お
蔭
で
自
宅
か
ら

十
二
時
間
も
あ
れ
ば
室
戸
岬
ま
で
行
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

時
間
に
余
裕
が
あ
り
、
車
好
き
な
人

で
有
れ
ば
マ
イ
カ
ー
で
行
く
こ
と
も
出

来
こ
れ
も
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
ん
だ
お

蔭
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
感
謝

三
信
興
業
㈱　

石 

澤 

雅 

弘

会
員随

想

（東茶屋街）

 （高山の街並み）

（水切り瓦）
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